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「雨ニモマケズ 風ニモマケズ」「こだまでしょうか いいえ、誰でも」 

詩人たちの奏でる言葉は、いつの時代も私たちの心に響き続けます。 

え？詩とかようわからん？いやいや…SNSにきれいな空の写真と 

ポエム一緒にあげて、恥ずかしくなってすぐ消したこととかあるやろ？ない？ 

大丈夫、ちょっと読んでみて。気軽に楽しめるんも詩の魅力のひとつなんやからさ。 
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言葉が奏でるリズムとか、情景とか、そういうのを楽しむのが詩のポイントらしい。 

よくわからんけど、確かに詩の言葉って、なんかきれいなかんじがする。 

ここで紹介するんは、伊勢図書館のスタッフが「ええな」と思った言葉たち。 

ちょっとでも気になったら、ぜひ全文を読んでみてほしいな。 

えーちゃん 
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詩 ～きみの運命をかえる言葉～ 

ひとし 

カナちゃん 

まゆみちゃん 

詩で有名な文豪と聞いて最初に思いついたのは 

「早熟で多感」と言われる詩人・中原中也。 

劣等感や絶望にもがいて夭折した彼の人生を知ると、 

詩の底にとごっとる深い悲しみとか、なんか黒いもんに 

呑まれそうになる…気がする。 
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読んだ時ちょっとドキドキしちゃった。 

「好きになったら困るだろう」なんて、ドラマみたい！ 

主演は吉●亮くんでどうかしら？ 

いい脚本が書けそう♪ 

オマエが書くの？！ 

生まれる前の記憶って 

３才くらいまでは残ってるって 

聞いたことあるけど、 

まどさんのこれ読んだ時に 

「あー、そうやったかも」って 

思ったんさな。 
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『イワイとえーちゃん』 不定期更新中★ 

YAコーナーと学習室でも読めるよ～ 

この詩を綴ったのは、伊勢出身の詩人・竹内浩三。みんな知っとる？ 
 
竹内浩三は大正10（1921）年、宇治山田市（現伊勢市）生まれ。 

明倫小、宇治山田中学校を卒業。大学時代に友人らとともに 

文芸同人誌『伊勢文学』を創刊し、詩や小説を多数発表しました。 

しかし昭和20（1945）年、戦争の潮流は逆らえず出兵した 

フィリピンのバギオにて、23歳の若さで戦死しました。 
 
伊勢図書館には竹内浩三文庫があります。 

激動の時代、『伊勢文学』に青春を捧げた大先輩の詩を、味わいに来てな。 

【ＹＡ・伊勢図書館】 

@IselibYa 

フォローしてな～♪ 

⑮ 
ポエムだよ、図書館の巻 

伊勢市民やのに 

全然知らんかった… 

伊勢図書館前とか、市役所とかに 

浩三の詩の看板が立っとるんやて。 

今度注意して見てみよかな。 

自分が「なんかええなあ」と思う詩を見つけることは、言葉の旅をしてるみたいでおもしろい。 

どうかみんなも良い旅を。 
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最初はtwitterに流れてきたんさ。即いいねした。 

いちばんすきになったものを、死ぬまで大切にして生きよう。 

そうすれば、もう大丈夫。なにも怖くないよ。 
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この「ひょん」って音が 

なんとも言えんな… 

ひょん… 


